
日日日日系系系系リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル企業企業企業企業のののの海外海外海外海外
でのでのでのでの課題課題課題課題

株式会社株式会社株式会社株式会社 リーテムリーテムリーテムリーテム
中島中島中島中島 賢一賢一賢一賢一



１．国際資源循環（日中間のケース）の現状１．国際資源循環（日中間のケース）の現状



日中資源循環の現状

鉄屑、雑品屑（要解体混合スクラップ）

廃プラスチック

輸 出
（多品種のものや不純物が混合）

需要増による
原料相場の高騰

処理コストが
安価

有用資源回収のリサイクルは行われている
↓

選別・解体後に発生する残渣については
十分なインフラがないところで不適切な処理

中 国

リサイクルと環境汚染とが混在



中国における今後の日本のリサイクル産業の役割

中国 CHINA
中国 CHINA

率先して適性な廃棄物処理・リサイクルを実践
↓

中国内の廃棄物処理、リサイクル産業の育成を促す
日系企業等に対し、現地での適正な廃棄物処理のサービス
３Ｒの推進、グリーン調達等への協力

適正再資源化処理が困難な廃棄物

環境負荷を考慮した資源リサイクルが必要

ROLE OF JAPNESE RECYCLE INDUSTRY IN CHINA

リサイクル産業
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日本 JAPAN

日本国内のリサイクルインフラで処理し、適正な資源循環を行う
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２．リーテム社の中国での取組み２．リーテム社の中国での取組み



リーテム中国工場
（江蘇州太倉市）

リーテム社の今後の中国における構想

再資源化物

日 本

現地日系企業 現地企業

廃家電法
適用企業

中 国

トレーサビリティシステム
による追跡管理

↓
透明性の確保

中国の江蘇州太倉市のリサイク
ル工業団地内に自社工場を建設。
※完成は来年秋頃を予定



国際資源循環管理システムのコンセプト

①ゼロエミッション・環境対応型リサイクルフローの構築

②信頼性ある資源循環システムの構築

①トレーサビリティシステムによる追跡管理（ＧＰＳ、画像、 重量、ＩＣタ
グバーコード等）

②リアルタイムでの情報共有（ＡＳＰ）

リサイクルフロー全体の透明性の確保リサイクルフロー全体の透明性の確保

目的

手段



資源化事業者資源化事業者
（一次処理先）（一次処理先）

二次処理先二次処理先
排出事業者排出事業者 港湾港湾

港湾港湾

電炉電炉

非鉄製錬非鉄製錬

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ成形

・・・・・・・・

最終処分場最終処分場

ｱﾙﾐ合金ｱﾙﾐ合金

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

古紙古紙

ﾐｯｸｽﾒﾀﾙﾐｯｸｽﾒﾀﾙ

鉄くず鉄くず

国際資源循環管理システムのモデルの提案

ICタグ

バーコード
● － ● ▲ － ▲ ▲ － ▲

デジタルカメラ ● － ● ● － ● ● － ●

GPS － ● － － × － － ● ●

ICタグ

バーコード
▲ － ▲

デジタルカメラ ● － ●

GPS － － －

GPSGPS

GPSGPS

GPSGPS

ICタグ

バーコード
▲ － ▲

デジタルカメラ ● － ●

GPS － ● －

InternetInternet

携帯電話携帯電話

銅くず銅くず

ｱﾙﾐくずｱﾙﾐくず

ﾊｰﾈｽﾊｰﾈｽ

日本日本

情報管理システム情報管理システム
【【凡例凡例】】

●●：導入することが望ましい。：導入することが望ましい。

▲：物品・梱包形態等によって導入の可否が異なる。▲：物品・梱包形態等によって導入の可否が異なる。

××：導入するのが困難である。：導入するのが困難である。

【【対象品目対象品目】】

第三者評価機関第三者評価機関
システム評価システム評価
操業管理操業管理
情報公開情報公開

中国中国

実証試験結果に基づき、技術的・中国国内でのﾘﾃﾗｼｰの観点から、実現可能と考えられるモデルを提案する。実証試験結果に基づき、技術的・中国国内でのﾘﾃﾗｼｰの観点から、実現可能と考えられるモデルを提案する。

：ﾓﾉの流れ（：ﾓﾉの流れ（黄線黄線は、は、GPSGPS管理推奨区間）管理推奨区間）

：情報の流れ：情報の流れ

国際輸送間（海運）の国際輸送間（海運）のGPSGPSによるによる
管理は難しいことが判明したため管理は難しいことが判明したため
港湾における搬出・搬入時点の重港湾における搬出・搬入時点の重
量・画像によって梱包の未開封を量・画像によって梱包の未開封を
確認することが望ましい。確認することが望ましい。

環境汚染の高い残渣等は環境汚染の高い残渣等はGPSGPS等に等に
よるﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑを付与することよるﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑを付与すること
が望ましい。が望ましい。

①①二次処理先は多様なﾙｰﾄが想定されること二次処理先は多様なﾙｰﾄが想定されること
②現地のｼｽﾃﾑ運用のﾘﾃﾗｼｰが不十分である②現地のｼｽﾃﾑ運用のﾘﾃﾗｼｰが不十分である
ことから、当面は携帯電話による報告と伝票等ことから、当面は携帯電話による報告と伝票等
による管理で代替するのが現実的である。による管理で代替するのが現実的である。


